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	G タンパク質シグナル伝達制御因子 (RGS) ファミリーのメンバーは、ヘテロ三量体 G タンパク質の G α サブユニットの GTPase 活性化タンパク質 (GAP) として機能する調節分子です。RGS タンパク質は、Gi α、Go α、Gq α サブタイプの G タンパク質サブユニットを不活性化できます。RGS タンパク質は、G タンパク質を不活性な GDP 結合型にします。G タンパク質シグナル伝達制御因子 10 はこのファミリーに属します。すべての RGS タンパク質は、RGS ドメインと呼ばれる 120 アミノ酸の保存された配列を共有しています。このタンパク質は、2 つの関連する G タンパク質サブユニットである G-alphai3 および G-alphaz の活性化型と特異的に結合しますが、構造的および機能的に異なる G-alpha サブユニットとは相互作用しません。G タンパク質シグナル伝達制御因子 10 タンパク質は核内に局在します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする 2 つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を上昇させることでシグナル伝達を阻害し、不活性なGDP結合型へと誘導する。Gタンパク質サブユニットG(i)-αおよびG(z)-αの活性型と特異的に結合するが、構造的および機能的に異なるG(s)-αサブユニットとは相互作用しない。G(z)-αに対する活性は、Gタンパク質のパルミトイル化によって阻害される。,PTM：アイソフォーム3はSer-16がリン酸化される。,類似性：RGSドメインを1つ含む。,
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	RGS10抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRGS10ペプチドでブロッキングされている。
	

	RGS10ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

